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研究成果の概要： 
 本研究を通じ、戦後東アジア各地における綿業の勃興が、決して個々の孤立した地域の動き

ではなく、広域的かつ相互連関的な動きであったことが明らかになった。戦間期に上海とその

周辺地域で活躍していた綿業経営者の一部は、戦後、香港と台湾に新たに綿業が発展する上で

決定的な役割を果たした。日本からの繊維機械輸出が持った意味、また各地の当局が持ってい

た綿業振興という共通の政策志向なども再評価されなければならない。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 800,000 0 800,000 

2007 年度 700,000 210,000 910,000 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 2,000,000 360,000 2,360,000 

 
 
研究分野：中国近現代経済史 
科研費の分科・細目：経済学・経済史 
キーワード：アジア，中国，経済史，第二次世界大戦後，綿紡績業，香港，台湾 
 
１．研究開始当初の背景 

 

 
世界経済の中で大きな比重を占めつつあ

る東アジア経済の発展過程を追っていくと、

その最も重要な基礎の一つに、第二次世界大

戦後の繊維産業、とくに綿紡織業の発展があ

ったという事実が浮かびあがってくる。それ

にもかかわらず当該時期の東アジア綿業を

めぐる諸問題は、従来、内外の経済史学界に

おいてほとんど解明されてこなかった。この

注目すべき動向を総合的に考察しようとい

うのが本研究に着手する動機になった。 

 
２．研究の目的 
 
 戦前までは日本、並びに主に中国の沿海都

市部に集中していた機械制綿紡織業が、1940

年代後半から 1950 年代前半にかけ、香港、



 

台湾、中国の内陸地域に広がり、急速に生産

を伸ばすとともに、それぞれの地域における

経済発展全体を牽引した。そこで本研究は、

香港、台湾、中国内陸地域など東アジアの中

でもとくに発展が著しかった地域をとりあ

げ、それぞれの地域において、どのように資

本、技術、労働力、原料などが調達され、ど

のような経営組織が創設され、どのような市

場が確保されたかを、実証的かつ総合的に解

明することを目的とした。またその際、とく

に戦時期から戦後にかけての政治経済変動

が各地における綿業の勃興とどのような関

わりを持っていたか、日本の繊維機械産業や

上海地域の綿業経営者たちがどのような役

割を果たしていたか、などの点を歴史的かつ

広域的に考察する点に留意した。香港、台湾、

中国の研究者たちと議論すると、こうした点

に関する認識が彼らの間できわめて不足し

ていることに気づかされる。と同時に、こう

した歴史的かつ広域的な東アジア近現代経

済史研究をリードすることこそ、日本の中国

経済史研究者に課せられた使命であると考

えた。 

 

３．研究の方法 
 
（１） 東アジア各地の図書館、文書館、研

究機関の史料調査 

 上海市档案館、中央研究院近代史研究所档

案館（台北）、Hong Kong Public Record Office、

南京図書館などに保管されている 1940～50

年代の綿業関係史料を広く収集する。 

（２） 上記史料調査結果の整理 

 調査史料は書籍、コピー、マイクロフィル

ム、筆写など、状況に応じ様々な形態で入手

するとともに、研究に利用しやすいように統

一した基準で整理していく。 

（３） 関連する研究会、学会への参加 

 東アジアの綿業史に関わりがある内外の

様々な学会や研究会に積極的に参加し、関心

を共有する研究者たちとの間で意見交換を

進め、研究の進展に資すようにする。 

 
４．研究成果 
 
最終年度に３年間の研究成果を総括する

意味を込め『20 世紀中国経済史の探究』をま

とめた。同書には研究代表者がこの３年間に

学会で発表したか、あるいは活字化した５つ

の報告を掲載しており、本研究課題の解明を

進める上で、きわめて重要な諸問題がとりあ

げられている。すなわち第１章「戦後東アジ

ア綿業の発展：香港と台湾の場合」では 1945

年から 1955 年頃までの東アジア経済に大き

な意味を持った国境を越えた綿業の発展過

程について、とくに香港と台湾における綿業

の勃興に注目しながら論じた。続く第２章

「戦時重慶の綿紡績業と国民政府」は、やや

時期をさかのぼって、日中戦争期における中

国内陸地域の綿業を考察している。経済発展

の論理を探る上では、企業制度の検討が欠か

せない。中国綿業の発展とも密接に関係する

この問題を第３章「企業管理公司の再検討」

で取りあげた。第４章「中国の工業生産指数、

1912-49 年」は 20 世紀前半における工業生産

指数を改訂する作業の最新バージョンであ

る。綿業がその主軸に位置している。また最

後の第５章「戦時経済から戦後経済への転

換：その試みと挫折」は、この時期の中国経

済全体の動向を鳥瞰した論稿である。 

 本書は、各章とも日本語に加え中国語、も

しくは英語で執筆された文章を付し、国外に

研究を発信するための配慮が払われており、

関係諸分野の研究者 200 人以上と国会図書館

本館をはじめとする内外の主な図書館、研究

機関等に配布し、すでに閲覧に供されてい

る。 

 なお各章の文章の基礎になったのは、第 1

 



 

章がワークショップ「グローバル・ヒストリ

ー」の報告書掲載稿（大阪大学、2007 年 3 月）、

第 2 章がワークショップ「戦時重慶」におけ

る報告（シンガポール大学、2007 年 6 月 26

日）、第 3 章が国際シンポジウム「近代社会

環境下的企業発展」における報告（上海社会

科学院、2007 年 7 月 20 日）、第 4 章が第 14

回国際経済史学会、セッション 103（フィン

ランド・ヘルシンキ大学、2006 年 8 月 23 日）

における報告、第 5 章が国際シンポジウム

「1940 年代的中国」（中国社会科学院近代史

研究所、2007 年 8 月 19 日）における報告で

ある。 

 今後に残された大きな課題の一つは、1950

年代から 60 年代にかけての中国内陸地域に

おける綿紡績業の急速な発展過程について、

それが可能になった要因と問題点を具体的

に究明していくことであり、すでにそうした

研究を進めるための準備に着手している。 
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